
農業⽔利施設の外来⽣物対策

農業⽔利施設における外来⽣物対策セミナー
〜侵略的な⽔⽣外来植物による通⽔阻害の脅威と今後の取組〜

農林⽔産省 農村振興局 ⿃獣対策・農村環境課
児⽟ 律雄

農林⽔産省における



１．通⽔阻害の実態
農村地域では、⽔⽣⽣物により、農業⽤⽤排⽔路、ため池、調整池及びその周
辺において通⽔阻害が⽣じ、防除を含め対応の必要性が認識され始めたことを
背景に、農林⽔産省では、平成20年３⽉に外来⽣物対策に関するマニュアルを
作成して以降、外来⽣物対策に継続的に取り組んでいる。

・

その⼀環として、基幹農業⽔利施設等において発⽣している⽔⽣⽣物による通
⽔阻害の実態把握を⽬的として令和２年度にアンケートを実施した。
・

調査対象者︓国営⼟地改良事業に関連する⼟地改良区（連合）を対象
540⼟地改良区、36⼟地改良区連合 合計576団体
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回答 52 84 108 89 34 33 55 62 6 523
無回答 5 4 14 9 1 0 3 17 0 53
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アンケートの回答状況（団体数）
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流下した 貝類の

水草の集積 目詰まり

パイプライン 8 7 9 19 6

末端管水路 4 1 1 12 5

用・排水路

（開水路）

ダム 4 1 1 2

ため池 8 1 2 3 3

調整池 12 6 1 3

ファームポンド 20 3 6 9 7

頭首工 5 5 2

堰 1 3 2 1 1

用・排水機場 26 31 5 6 1

分水工 4 4 3 5

4 6 3 5 1

229 134 41 67 47

その他

16

貯水系

用・排水
施設系

6

その他

総計

水草の繁茂 貝類の付着

管路系

開水路系 133 66 9

（１）施設の種類ごとの通⽔阻害要因

・通⽔阻害は、「⽔草」を要因とするものが73％
に及び、つづいて「⾙類」が16％に及ぶ。

アンケート結果

・通⽔阻害の要因としては、施設の種類を問わず
「⽔草の繁茂」と「流下した⽔草の集積」が多い。
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・回答のあった⼟地改良区等のうち約４割で通⽔
阻害が発⽣していた。

※

※回答数︓複数回答あり

※

※ 回答数︓複数回答あり



322
回答

沈水植物

抽水植物

抽水～
湿生植物

浮遊植物

パイプライン 2 1 1 1 3 3 1 1 1 7

末端管水路 2 2 4

開水路系
用・排水路
（開水路）

9 5 1 6 4 4 28 26 8 6 7 85

ダム 1 1 4

ため池 1 2 2 3 1 7

調整池 2 3 11

ファームポンド 1 1 1 1 2 3 2 2 1 15

頭首工 1 4 3 3

堰 1 1 1 2

用・排水機場 4 5 1 2 6 3 3 4 1 21

分水工 1 1 1 4

1 1 2 1 2 1 4

20 5 1 14 8 11 51 46 14 13 17 3 167

管路系

貯水系

用・排水
施設系

その他

総計
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（２）施設の種類ごとの通⽔阻害要因⽣物種（植物）
・通⽔阻害要因となる植物種をみると、施設の種類に関係なく、
沈⽔植物（特にオオカナダモ、コカナダモ）による被害が多い。

オオカナダモ

コカナダモ

・施設の種類でみると、⽤・排⽔路（開⽔路）で多く発⽣。
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※

※ 回答数︓複数回答あり



（３）施設の種類ごとの通⽔阻害要因⽣物種（動物）
・通⽔阻害要因となる動物をみると、管⽔路で⾙類の被害
が多い。

カワヒバリガイ
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ

シ
ジ
ミ
類

そ
の
他
ま
た
は
不
明

パイプライン 7 11 13

末端管水路 4 7 6

ダム 1 1

ため池 2 1 5

調整池 3

ファームポンド 4 3 5

頭首工

堰 1 1

用・排水機場 2 4 5

分水工 2 3

2 2 1

32 35 46

用・排水
 施設系

その他

総計

用・排水路
（開水路）

管路系

開水路系 7 4 6

貯水系

83
回答

施設の種類

4

パイプラインでの固着状況 開⽔路での固着状況

※

※ 回答数︓複数回答あり



（４）施設の種類ごとの対策⼿法
・⼈⼒・⼿作業による除去、または、⽬視巡回と⼈⼒・
⼿作業による除去を組み合わせた対策が多い。

目
視
巡
回

人
力
・
手
作
業

に
よ
る
除
去

機
械
・
重
機
に

よ
る
除
去

除
塵
機
に
よ
る

除
去

そ
の
他

パイプライン 13 22 7 3 10

末端管水路 2 14 1 7

用・排水路

（開水路）

ダム 1 2 3 1 2

ため池 11 8 3 6

調整池 9 11 3 3 4

ファームポンド 11 19 9 2 5

頭首工 4 6 2

堰 2 2 1

用・排水機場 14 33 11 14 8

分水工 2 6 2 3

5 6 4 2 3

141 238 90 47 67

19

貯水系

用・排水
施設系

その他

総計

施設の種類

管路系

開水路系 67 109 46 20

・⼀⽅、機械・重機の利⽤は⽐較的少ない。
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（５）主な被害状況

オオカナダモが除塵機に絡まり
ポンプが停⽌した事例

台⾵による⼤⾬で、排⽔路の合流点
にオオフサモが集積し、⽔が溢れて
周りの畦畔が崩れた事例

カワヒバリガイの死⾙で給⽔栓が
詰まり、取⽔できなくなった事例 6

オオカナダモの繁茂により、貯⽔容
量が減少し調整機能が低下した事例



２．早期発⾒・早期駆除の必要性

ホテイアオイは１株から１週間で
２倍、２カ⽉で500株になるとい
う報告があり、いかに早期に発⾒
し、駆除するかが、その後の防除
の困難度を左右する。

繁殖⼒が⾼い（ホテイアオイの事例）

拡散⼒が⾼い（オオフサモの事例）

断⽚の拡散 繁茂

拡散のイメージ

関東では４⽉頃から⽣育を開始。
次々と⼦株を増やし、夏には⼀
気に増殖する。

・千切れやすいため、⼤⾬時の増⽔や⽔流によって、広範囲に拡散する可能性

定着

・茎は千切れやすく⽔に浮くため、断⽚が⽔流によって運ばれ、新たな地で定着・再⽣
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早期発⾒ツールの紹介

農林⽔産省ではリスクの⾼い外来⽣物を正
しく判別するために、「早期発⾒ツール」を
作成し、農林⽔産省ウェブサイトで公開。

ツールには、主に農業⽔利施設において問
題となっている外来⽣物１２種（植物11種と
カワヒバリガイ）の特徴を写真で細かく紹介
している。

主な活⽤の場⾯としては、農業⽔利施設の
管理者の皆様が、⽇常の⾒回り時等に、疑わ
しい⽣物を⾒つけた場合に、スマートフォン
を⾒ながら種を確認（正しく判別）してもら
うことを想定している。

早期発⾒ツールの活⽤状況 8



早期発⾒ツール掲載種

10

【植物】

9

オオフサモ

【動物】

ブラジルチドメグサ オオバナミズキンバイ ナガエツルノゲイトウ

チクゴスズメノヒエ ミズヒマワリ オオカナダモ コカナダモ

外来アカウキクサ類（アゾラ） ホテイアオイ ボタンウキクサ カワヒバリガイ

＜情報提供の⽅法＞
・電⼦メールで以下のアドレスに送信して下さい。

e-mail︓ gairaiseibutu＠maff.go.jp
・詳しくは早期発⾒ツールHPをご覧ください。



留意事項陽熱処理とは
夏季、⼟壌に⼗分なかん⽔を⾏った後、ビニール等で⼟壌表⾯を被覆し、⾼温多湿
かつ還元状態を維持することで、⼟壌中の病害⾍を死滅させる技術

この技術を応⽤して、⼤量のナガエツルノゲイトウを泥⼟ごと処分することが可能

• ⼗分な温度上昇が期待される夏季（ 7〜9⽉）に実施

• 処理する泥⼟の下に不透⽔性のシートを敷設し、定着を防⽌
• ⼗分な⽔を泥⼟に含ませた後、透明なビニールシートで被覆し、
ハウス⽤のパッカーなどの留め具で密閉

• 3カ⽉間処理を実施

• ビニールシートをはがし、2カ⽉間野外でナガエツルノゲイトウ
が再⽣しないことを確認

陽熱処理後の
泥⼟の様⼦

透明なビニルシートを被覆した泥⼟

パッカーを⽤いた密閉不透⽔性のシートを敷設

※ 本駆除⽅法は現在試験中のものであり、現場で実際に
実施できるよう、作業内容などを検討中です。

・泥⼟中のナガエツルノゲイトウの植物体の枯死を確認
・⼀⽅、裾部にできた⽇光の当たらない箇所でのみ⽣存
個体を確認

実施時期

実施内容

処理後の再⽣状況調査

【令和４年度の調査結果概要】

３．農林⽔産省で実施中の調査

※令和５年度は、処理期間の短縮に向けた調査を実施中

（１）陽熱処理による駆除試験
⽬的︓ナガエツルノゲイトウを含んだ⼤量の浚渫泥⼟の処理⼿法の検討
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インターバルカメラ設置状況 インターバルカメラにより撮影された画像

ドローン操作状況 ドローンにより撮影された画像

（２）インターバルカメラやドローンを⽤いたモニタリング試験

初期定着段階、防除段階
・UAV(ドローン)で水域を広域に観察し、浮草の
滞留場所を特定し、早期に回収・処分

・水流が無く、岸に接する場所を重点的に観察する
・浮草の減少後、予防段階へ移行

予防段階
・IoTインターバルカメラによる遠隔監視
頻度：2枚/日 地点：2～3地点(状況次第)

・メールで届く画像を1日に2回見るだけ
（所要時間は1分未満）

・浮草を発見したら初期定着段階の対策へ移行

現場適用性を踏まえた合理的な手法

・通信機能付きインターバルカメラは、遠隔地からでもボタンウキクサの個体や群落
を早期に発⾒でき、予防段階のモニタリングとして有効であり、ドローンは広域にわ
たる開放⽔⾯を有するダム等において、ボタンウキクサの滞留場所を網羅的に把握す
ることに適していた。
・ドローンにより現地の滞留域や抽⽔植物帯など繁茂の起点となりうる地点を網羅的
に把握し、通信機能付きインターバルカメラによりボタンウキクサの詳細な動態を把
握するなど、発⽣状況に応じて２つの⼿法を効果的に組み合わせることが望ましい。

ボタンウキクサ

⾚枠内がボタンウキクサ

⽬的︓ボタンウキクサによる通⽔阻害の予防⼿法の検討
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「外来種等が農業⽔利施設に及ぼす影響と対策の⼿引き」
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⼟地改良事業の各ステージ（調査、計画・設計・施⼯、管理）における適⽤を
念頭に、侵略性の⾼い外来⽣物を要因とする通⽔阻害が⽣じた際の対策、施設の
設計・更新時に留意したい事項、予防策等を⼿引きとしてとりまとめ、令和５年
３⽉に農林⽔産省HPで公表。

【概要】
本資料では、農業⽔利施設において通⽔阻害を引き

起こす12種類の外来植物について、被害状況に加え、
その⽣態と⾒分け⽅、現時点の調査・研究に基づく対
策情報を整理しています。今後、動物（⾙類）の調査
成果等を踏まえ、⼿引きを更新する予定です。

４．⼿引き・マニュアルの紹介

12

【掲載種】
・オオカナダモ
・コカナダモ
・外来セキショウモ
・外来アカウキクサ類（アゾラ）
・ホテイアオイ
・ボタンウキクサ

・オオフサモ
・ブラジルチドメグサ
・オオバナミズキンバイ
・ナガエツルノゲイトウ
・チクゴスズメノヒエ
・ミズヒマワリ
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【⼿引きより抜粋】ナガエツルノゲイトウ
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【⼿引きより抜粋】ナガエツルノゲイトウ

14



16

【参考】その他公表している資料の紹介

※いずれも農林水産省ホームページでダウンロードできます。 15



「農村環境保全のための調査」で検索農林⽔産省HPの紹介
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